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サマリー

売上高

44.6億円

前年同期比 +29%

パートナー数
(金融インフラ)

42社

前期末比 +10社

EBITDA1

5.2億円

マージン 12%

親会社株主に帰属する

当期純利益

5.0億円

マージン 11%

1. EBITDA ＝営業利益 + (減価償却費 + 株式報酬費用)

売上高

110.0億円

前年同期比 +43%

パートナー数
(金融インフラ)

49社

前期末比 +17社

2025年度第2四半期実績

2025年度通期予想

売上高は通期予想に対して進捗率41%と例年通りに推移、費用面は想定通りに進捗。

従前より掲げてきた売上高100億超、EBITDAマージン20%超の実現を目指す。

EBITDA1

22.4億円

マージン 20%

親会社株主に帰属する

当期純利益

12.1億円

マージン 11%
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金融インフラストラクチャ

2025年10月、三菱UFJモ

ルガン・スタンレー証券

が、証券インフラBaaSを

採用し、デジタル・アセ

ット事業に参入

当社として初めて、セキ

ュリティトークン取引機

能を提供

証券インフラの
新規リリース

• セキュリティトークン市場の拡大や「START」によるセカンダリ市場の開設という市場環境の変化を背
景に、三菱UFJモルガン・スタンレー証券が、デジタル・アセット事業へ参入し、当社の証券インフラ
BaaSを基盤システムとして採用

• 三菱UFJモルガン・スタンレー証券のデジタル証券調達力と当社のプラットフォーム開発・運営力を組み
合わせ、個人投資家向けデジタル証券取引サービス「ASTOMO」を提供開始

• 第一弾として、不動産セキュリティトークンを取り扱う予定

• ODXが運営するセキュリティトークン取引市場「START」に接続し、セカンダリ取引にも対応

• 期中分配金と満期償還金によ
る資産形成を期待できるデジ
タル証券を、三菱UFJモルガ
ン・スタンレー証券がプロの
目線で厳選

• 三菱UFJモルガン・スタンレー
証券が調達したデジタル証券
をスマートプラスがお届け

• スマホを用いて10万円から投
資可能

投資家 三菱UFJモルガン・
スタンレー証券

スマートプラス

商品
調達

情報発信

情報提供
口座管理

口座開設申込
お取引

販売管理委託

ODX
START

セカンダリ
取引

デジタル証券取引サービス「ASTOMO」
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金融インフラストラクチャ

2025年10月、SBI損保が、

保険インフラInspireを採

用し、団体保険向けの

「契約情報一括取り込み

＆エラーチェック機能」

を導入

従来エクセルや紙で行わ

れていた加入者情報通知

業務をデジタル化するこ

とで、保険会社および契

約団体の業務負荷を大幅

に軽減

保険インフラの
新規リリース

SBI損保へのInspire団体保険機能の提供

• 業務コンソールから、契約団
体の加入者情報をCSVデータ
でまとめてアップロード

• 情報のデータクレンジングと
重複や入力エラーのチェック
を自動で実行

• クレンジング・エラーチェッ
クの結果を業務コンソールに
表示

• エラー内容は業務コンソール
から直接修正可能

• 確定した加入者情報を保険会
社の基幹システムへ連携

保険会社はエラーのない状態で加
入者情報を受け取ることが可能に

「契約情報一括取り込み＆エラーチェック機能」の特長

• 団体契約における保険会社への加入者情報の通知業務は、エクセルや紙で行われることが一般的

• SBI損保は、契約団体からエクセルや紙で受領する月数万件もの加入者情報を目検チェックした上、基幹
システムに取り込み、更に確認結果を契約団体に連携し、修正内容を最終確定する必要があった

• Inspireを活用し、一連の加入者情報通知業務をデジタル化することで、SBI損保および契約団体の業務負
荷を大幅に軽減することを目指す

契約団体作業 システム処理

データクレンジング

エラーチェック

コアシステム

業務コンソール 保
険
会
社
基
幹
シ
ス
テ
ム

CSVアップロード

結果表示

修正

連携
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2025年11月、J:COMグル

ープは新たに提供開始する

J:COMご加入者さま限定の

ローンサービスにおいて、

クレジットインフラCrest

を導入

当社として初めて、本格的

なBPOサービスを提供

データと生成AIの活用に向

けたデータ基盤の構築をグ

ループ一体で支援

金融インフラストラクチャ

クレジットインフ
ラの新規リリース

J:COMグループによる個人向けローン事業への参入支援

• J:COMグループは、ケーブルテレビなど生活に密着した多様なサービスを全国約577万世帯に提供。成長戦略
の柱の一つとして金融事業に取り組んでおり、その顧客基盤を活かして今回新たに個人向けローン事業に参入

• 新たに提供を開始するJ:COMご加入者さま限定のローンサービスにおいて、Crestを基幹システムとして採用

• クラウドネイティブかつAPIベースのCrestの強みを活かし、既存サービスとのシームレスな連携を実現

• Crestを用いた業務の一部をBPOとして受託することで、迅速かつ効率的に安定した運用体制の構築を支援

• 併せて、データ基盤の導入を支援し、データと生成AIを活用したマーケティングや業務の高度化を後押し（ビ
ッグデータ解析セグメントで収益認識）

既存
ユーザー

J:COM
既存サービス

の提供

JCOM
フィナンシャル
（貸金事業者）極度型ローン

提供

基幹システム 貸金子会社

オペレーター

Crestを用いた業務の
一部委託（BPO）

システム利用

会員情報

データ基盤

データ連携

✓ J:COMサービス利用状況にあわせた金利優遇

✓ J:COM加入者IDでのログイン

✓ J:COM加入者情報を自動反映した簡単申込

システム連携
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ビッグデータ解析

新規プロダクト
のリリース

2025年8月、不動産業界向

けデータサービス

「DataLensHub」シリー

ズにおいて、新たに

「DataLensオフィス営

業」をリリース

三菱地所および住友不動産

に導入いただき、複数のデ

ータを活用したオフィスビ

ルのテナントリーシングの

効率化を支援

「DataLensオフィス営業」のリリース

• DataLensオフィス営業は、複数のデータを掛け合わせて、オフィス移転ニーズの高い企
業を抽出できる営業DXツール

• 社内データ・システムと連携して、オフィスビルのテナントリーシングの効率化を実現

• 様々なサードパーティデータを用いて構築したオフィス移転予測モデルに強み
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ビッグデータ解析

Snowflakeから
の受賞

Snowflakeが卓越する専門

性を示した日本のパートナ

ー企業を表彰する

「Industry Solution 

Partner of the Year」を

受賞

自社サービスの運営で培っ

てきた知見を集約し外部に

提供することで、顧客のデ

ータ・AI活用を支援する

「SnowCast」も提供開始

Snowflake 「Industry Solution Partner of the Year」の受賞

• Snowflakeが発表したSnowflake Partner 
Awardにおいて、「Industry Solution Partner 
of the Year - Japan」を受賞

• 「Industry Solution Partner of the Year」は、
Snowflakeデータクラウド上で革新的かつ業
界に特化したソリューションを開発・導入し、
卓越した専門性を示した日本のパートナー企
業を表彰するもの

• Snowflake AIデータクラウド上で、オルタナ
ティブデータ分析サービスを提供し、金融・
小売業界向けに非常に革新的なソリューショ
ンを開発している点を評価いただく

• 「SnowCast」は、Snowflakeをベースにしたモダンデータ基盤とAIデータオペレーシ
ョンを迅速に構築可能なデータ基盤構築フレームワーク

• 当社がデータプロバイダーとして多種多様なデータを蓄積・運用する中で、膨大なデー
タ量と複雑なデータマネジメントに耐えうるデータ基盤を、Snowflakeベースに設計し、
更に高度化と標準化を推進してきた

• これまでのデータ基盤構築の知見を外部提供することで、顧客のAI・データ活用を支援

自社サービスで培った知見を外部提供
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全社

生成AIによる業
務効率化PoC

メディケア生命と、給付金

支払査定業務への生成AI活

用に向けた実証実験を開始

生成AI活用の知見を有する

データAIソリューションと、

保険業務システムの専門性

を有する保険インフラが共

同でプロジェクトに参画す

ることで、金融のコア業務

における生成AIの実務導入

を目指す

メディケア生命との生成AIを活用した業務効率化の実証実験

• 保険商品の多様化・高度化により支払査定業務は複雑さを増しており、保険会社では
査定担当者の育成や品質維持に多くのコストと時間が必要に

• こうした背景のもと、メディケア生命と生成AIを活用した給付金支払査定業務の効率
化に向けた実証実験を開始

• 最新AIモデルGPT-5を含む複数モデルを用いて、約款等を生成AIに学習させた上で、
給付金支払可否の判断および判断根拠の提示に関して実用性を検証

各社の役割

データAIソリューション 保険インフラストラクチャ

• 支払査定実務に関する情報提
供・業務フローに対するフィ
ードバック

• サンプルケースの作成

• 今後の実務導入に向けたロー
ドマップ策定

• AIコンサルタントによる約款
および支払査定業務の分析、
業務フロー整理

• 検証環境の構築

• 検証結果の評価及び今後のロ
ードマップ策定支援

• 業務スペシャリストによる約
款および支払査定業務の分析、
業務フロー整理

• ケース検証

• 検証結果の評価及び今後のロ
ードマップ策定支援



紹介先
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ビヘイビアの
子会社化

ビヘイビア社の概要

• 保険相談AIチャット「ほけんのAI」やライフプランニングAIエージェント「ライフラ
イト」を提供するAI×インシュアテックスタートアップ

• ユーザー起点での精緻なニーズ把握と生成AIによる対話設計技術に強み

• ビヘイビアの生成AI・顧客ニーズ分析技術を活用し、保険代理店にとどまらず幅広い
業界へのサービス展開を目指す

2025年10月、生成AIを活

用した保険営業支援サー

ビスを展開する株式会社

ビヘイビアを完全子会社

ビヘイビアが有する生成

AI、顧客ニーズ分析技術

を活用し、グループ一体

で幅広い金融商品の顧客

獲得・営業支援ソリュー

ションを開発していく

ユーザー
• ユーザーはAIチャットを通じ

て、24時間365日気軽に相談

• AIとの対話内容などのデータ
をもとに、ユーザーのニーズ
を分析

• 保険代理店のファイナンシャ
ルプランナーは、面談前にユ
ーザーニーズを把握したうえ
で面談

保険代理店のファイナンシャルプ
ランナーが、より質の高い面談を

行えるよう支援

全社

保険
代理店

保険
代理店

保険
代理店
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2025年度第2四半期業績
QUARTERLY RESULTS
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グループ全体

第2四半期
収益サマリー

売上高は、金融インフラ

の従量課金収益がけん引

し、前年同期比+29%の

44.6億円を計上

通期計画に対する進捗率

は、前年同期45%に対し

て今期は41%に留まるた

め、固定費の影響から

EBITDAマージンは12%と

若干低下しているものの、

進捗率41%に対しては順

当な水準

(百万円）

2025年度

第2四半期

前年

同期

前年

同期比 主な要因

売上高 4,464 3,451 ＋29% • 金融インフラの従量課金収益がけん引

売上原価 1,546 1,260 ＋23% • 売上高成長率を下回る水準で推移

売上総利益 2,918 2,191 ＋33%

対売上高 65% 63%

調整後販売管理費1 2,400 1,679 ＋43%
• 従量課金収益の増加に伴い、レベニューシェ
アが増加

• オフィス増床より一時費用を約30百万円計上

対売上高 54% 49%

EBITDA2 518 511 ＋1%

対売上高 12% 15%

減価償却費+ 株式報酬費用 155 104 ＋49%

対売上高 3% 3%

営業利益 363 407 △11%

対売上高 8% 12%

経常利益 348 402 △13%

親会社株主に帰属する当期
純利益

495 287 ＋72%
• 税効果区分変更により、Q1に+225百万円の法
人税等調整額を計上

1. 調整後販売管理費 = 販売管理費 – (減価償却費 + 株式報酬費用)
2. EBITDA ＝営業利益 + (減価償却費 + 株式報酬費用)
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グループ全体

売上高進捗

今期の進捗率41%は、

2022年度や2023年度と同

水準

期初計画の進捗率43%に

対しては僅かに下振れて

いるものの、例年通り、

下期に残りの約6割の売上

達成を目指していく

2024年度実績

7,702百万円

Q1 Q2 Q3 Q4

2025年度計画

11,000百万円

2022年度 2025年度2023年度 2024年度

2022年度実績

3,820百万円

2023年度実績

5,375百万円

41%

39%

45%

41%
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グループ全体

セグメント別の
売上高

金融インフラストラクチ

ャが前年同期比+54％の

増収により成長をけん引

一方、フィンテックシフ

トは、前年度に大型納品

があった反動で減収

（百万円）

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度

+54%

+23%

△24%

前年同期比

金融インフラストラクチャ フィンテックシフトビッグデータ解析
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グループ全体

セグメント別の
売上高推移

（百万円）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

金融インフラストラクチャ フィンテックシフトビッグデータ解析
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グループ全体

タイプ別の
売上高

金融インフラのパートナ

ー数及びAUMの増加等に

より、従量課金収益が前

年同期比+96%と大きく

成長

前年同期比（百万円）

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度

+13%

+96%

+21%

ストック フロー従量課金
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グループ全体

タイプ別の
売上高推移

ストック フロー従量課金

（百万円）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
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グループ全体

製造原価

製造原価は前年同期比

+23%の1,546百万円を計上

従量課金収益の拡大に伴い、

総売上高に対するフロー＋

ストック比率が77%に低下

したことで、総売上高に対

する製造原価率は37%から

35%へ低下

（百万円）

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度

製造原価率（対フロー＋ストック収益）製造原価率（対総売上高）

1,260 1,546  

2,923百万円 3,429百万円

3,451百万円 4,464百万円総売上高

フロー＋ストック収益

フロー＋ストック比率 85% 77%
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グループ全体

調整後販売管理費

調整後販売管理費は、前

年同期比+43%の2,400百

万円を計上

従量課金収益の増加に応

じてレベニューシェアが

大きく増加

その他販売管理費は、オ

フィス増床に伴う一時費

用（約30百万円）等を計

上した結果、前年同期比

+29%の増加

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度

レベニューシェア比率 その他販売管理費率

1,679 

2,400 

（百万円）

レベニューシェア その他販売管理費



330
466 418

506 444 484
587 634 637 622 584

724 753 793
2

2
3

4
12

23

37
56 84 105 190

178 195
283

541

543 569

683
608

663

675

856
699

791
807

1,089
859

1,061

875

1,012 990

1,194

1,064
1,171

1,300

1,547

1,420
1,519

1,582

1,992

1,808

2,138

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2
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グループ全体

費用内訳の推移

製造原価 調整後販管費（レベニューシェア） 調整後販管費（その他）

（百万円）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度



54%

49%

33%

52%

47%
43%

38% 36%
39%

34% 34%

29%

36%
34%

0% 0% 0% 0% 1% 2% 2% 3%
5% 6%

11%
7%

9%
12%

88%

57%

45%

69%

64%

58%

44%

49%

43% 44%
46%

43%
41%

45%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2
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グループ全体

費用内訳（対売
上高）の推移

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

製造原価 調整後販管費（レベニューシェア） 調整後販管費（その他）



511 518

15%

12%

0%

5%

10%

15%

0

200

400

600

800

第2四半期 第2四半期

23

グループ全体

EBITDA

EBITDA は 前 年 同 期 比

+1%の518百万円を計上

費用額は期初計画通りに

推移しているものの、売

上高が期初計画に比べ下

期偏重になっているため、

EBITDAマージンは12%に

留まる

（百万円）

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度



▲ 257

▲ 55

271

▲ 210

▲ 112

▲ 36

246

194
223

288

158

517

296

221

(400)

(200)

0

200

400

600

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

24

グループ全体

EBITDA
の推移

（百万円）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度



25

グループ全体

バランスシート
の状況

2025年9月末時点で約56

億円の現金及び預金を保

有し、強固な財務基盤を

有する

資産：18,976 

現金及び預金
5,622 

証券業における預託金
4,741

固定資産 1,427 

その他の流動資産 7,185  

純資産
10,303

固定負債・特別法上の準備金 913

証券業における預り金
4,563

その他の流動負債
3,195 

負債・純資産： 18,976 

（百万円）
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セグメント別四半期業績
QUARTERLY RESULTS BY SEGMENT



1,142 

1,792 
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720 

184 

361 

1,867 

2,874 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

第2四半期 第2四半期

27

金融インフラストラクチャ

ビジネス別の
売上高

証券インフラの従量課金

収益が大きく成長した結

果、売上高は前年同期比

+54%の2,874百万円を計

上

証券インフラストラクチャビジネス 保険インフラストラクチャビジネス

（百万円）

+57%

+33%

+54%

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度

前年同期比

クレジットインフラストラクチャビジネス

96%
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金融インフラストラクチャ

ビジネス別の
売上高推移

（百万円）

証券インフラストラクチャビジネス 保険インフラストラクチャビジネス

クレジットインフラストラクチャビジネス

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
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金融インフラストラクチャ

金融インフラの
パートナー数

当四半期は証券で2社、保

険で2社、クレジットで1

社増加した結果、パート

ナー数は37社から42社へ

拡大

証券インフラストラクチャビジネス 保険インフラストラクチャビジネス

クレジットインフラストラクチャビジネス

+5

（計画）



資産運用会社
による
直販事業

BaaS

新規アプリ

既存
システム

• 資産運用会社が直販事業を展開するのを支援
するもの

• 既に顧客口座を保有している資産運用会社が、
既存システムからBaaSへ移管するケースも

• 基幹システムの移行と合わせて、ユーザー向
けアプリケーションも刷新することで、サー
ビスのDXも同時に実現

• パートナー例：セゾン投信、三菱UFJAM
証券基幹
システム

IFA等
による
ウェルス

マネジメント
サービス

• デジタルと対面を組み合わせることで、これま
で富裕層しか享受できなかった質の高い資産運
用サービスを幅広い層へ提供するもの

• 投資一任運用、投資信託、債券投資を低コスト
に導入可能なプラットフォームに加えて、営業
員向けのツールも提供

• パートナー例：ファイナンシャルスタンダード、
アンバーAM 、IFA Leading

投資一任
システム

営業員向けツール

DWM

BaaS
証券基幹
システム

非金融機関
による

組込型投資

• 大規模な顧客基盤を持つプレイヤーが、既存
の顧客接点や文脈を活かして潜在顧客層を開
拓するもの

• 既存サービスの中から投資サービスを利用可
能にする等、パートナーに合った投資サービ
スの開発を企画から支援

• パートナー例：クレディセゾン、セブン銀行

新規アプリ or 
既存アプリへ組込

BaaS
証券基幹
システム

30

金融インフラストラクチャ

証券インフラの
注力領域

証券インフラでは、主に3

つの取組パターンが存在

1

2

3
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金融インフラストラクチャ

証券インフラの
機能拡充

証券インフラBaaSは、セ

キュリティトークン取引

機能を拡充し、セキュリ

ティトークンの新規募集

から二次流通までライフ

サイクル全体をカバーす

る包括的なプラットフォ

ームとして進化

投資家 発行体

スマートプラスプライマリ取引

ODX
START

セカンダリ取引

セキュリティトークン取引機能の拡充

• 証券インフラBaaSは、複数の信託銀行やブロックチェーン基盤との連携、ODXが運営す
るPTSであるSTARTへのシステム接続が可能

• プライマリ取引としてセキュリティトークンの新規募集が可能であることに加え、セカ
ンダリ取引としてODXが運営するSTARTとの連携による売買及び店頭取引にも対応

• 自己募集型STやGK/TK型STにも対応可能

セカンダリ取引

信託
銀行

ブロック
チェーン
基盤

信託
銀行

ブロック
チェーン
基盤
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金融インフラストラクチャ

証券インフラの
パートナー数

当四半期において、新た

に2社が導入

VSGアセットマネジメン

ト及びノーススターアド

バイザリーは、資産運用

プラットフォームDWMを

採用し、投資一任運用サ

ービス、投資信託、債券

取引などの資産運用サー

ビスを開始
非金融機関等・その他1 資産運用会社

1. 当社子会社のスマートプラスが提供するStreamを含む

（計画）

IFA等

+2

(新規) VSGアセットマネジメント

(新規) ノーススターアドバイザリー
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金融インフラストラクチャ

保険インフラの
注力領域

①大手損害保険会社のデ

ジタルチャネル拡大支援

を行いつつ、②Inspireを

包括的に活用した業務の

DX支援に向けた取り組み

を強化していく方針

本年度は、昨年度にリリ

ースした「② Inspire for 

少短／共済」を中心に新

規導入の獲得を目指す

業務の
DX支援

Inspire・Inspire for 少短／共済

• 保険ビジネスをするうえで必要となる一連の業務
システムをSaaS型で提供

• 多機能なカスタマイズ設定をローコードで行い、
申込フォーム・マイページに即時反映することで、
開発期間の短縮と柔軟な改定対応が可能

• 保険の定義に立ち返って設計されたデータベース
により、様々な保険種類や新たな保険にも対応す
ることが可能

デジタルチャネル
の拡大支援

Inspire デジタル募集基盤

• 保険会社が外部ウェブサービスと連携して、オン
ラインで保険商品を販売する際に、パートナーと
の連携を容易に実現するソリューションを提供

• 外部ウェブサービスと保険会社の既存基幹システ
ムの間に入り、申込ページの構築、保険料の計算、
パートナーとのデータ連携、契約情報の基幹シス
テムへの連携等を担う

• パートナー毎に申込ページ等を柔軟に構築できる
ため、低コストにパートナーを追加可能

• パートナーが保有するデータをシームレスに連携
することも可能

1

2

Inspire

保険会社
既存システム

ウェブ
サービス

ウェブ
サービス

ウェブ
サービス

Inspire

ウェブサービス

大手損害保険向け

中小損害保険／

少額短期保険向け



9
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金融インフラストラクチャ

保険インフラの
パートナー数

当四半期において、楽天

少短を含め2社が保険イン

フラInspireを導入

1. Inspireで妊婦向け母子保険及び宿泊予約キャンセル保険を提供する当社子会社のスマートプラス少額短期保険を含む

+2

(新規) 楽天少短

(新規) 外資系損保

（計画）
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金融インフラストラクチャ

クレジットイン
フラの注力領域

貸金業務に必要となる基

幹システムから、ユーザ

ー向けアプリ、バックオ

フィス用システムまで網

羅的に構築

①フルスコープで提供す

る、②一部の機能をAPI

で提供することに加え、

③本システムを用いた業

務のBPOサービスも提供 業務

基幹
システム

バックオフィス
システム

Crest Back-office
（業務コンソール画面）

①フルスコープ
での提供

• 貸金業をするうえで必要となるシステムを
ワンストップに提供

ユーザー向け
アプリ

Crest App
（ユーザー利用画面）

収入証明書徴求・管理

信用情報照会

②一部機能を
APIで提供

既存業務
システム

既存アプリ

③ BPO支援

機能

機能

機能

機能

• Crestが提供する機能の一部をAPIで提供

• 生成AIの活用を前提とした高効率オペレーション

API

API



1 1

2 2

3

4 4
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金融インフラストラクチャ

クレジットインフ
ラのパートナー数

当四半期において、メル

ペイがクレジットインフ

ラCrestを導入

+1

(新規) メルペイ

（計画）
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金融インフラストラクチャ

営業利益（率）
の推移

事業規模の拡大に伴い、

セグメント営業利益は、

前年同期比+90%の328百

万円を計上

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度

（百万円）
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ビッグデータ解析

ビジネス別の
売上高

生成AI関連プロジェクト

を複数獲得したことでデ

ータAIソリューションが

大きく成長したことに加

え、新規事業の不動産業

界向けデータサービスが

立ち上がり、売上高は前

年同期比+23%の1,001百

万円を計上

データサービスビジネス
（金融業界向け）

データAIソリューション
ビジネス

データサービスビジネス
（不動産業界向け）

前年同期比

+215%

+88%

+23%

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度

（百万円）

△5%
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ビッグデータ解析

ビジネス別の
売上高推移

（百万円）

データサービスビジネス
（金融業界向け）

データAIソリューション
ビジネス

データサービスビジネス
（不動産業界向け）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
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ビッグデータ解析

データサービス
の戦略

多様なビッグデータを活

用し、特定の業界向けに

データサービスを提供

金融業界向けデータサー

ビスは、引き続き取扱い

データの増加によるプロ

ダクト強化を図る

不動産業界向けデータサ

ービスのDataLensHubは、

初期顧客の獲得に注力

データ
サービス

解析

データ
ホルダー

データウェアハウス

Alterna 
Data

マクロ経済
データ

DataLens
Hub

エンド
ユーザー

POS
データ

クレカ
データ

人流
データ

求人
データ

…
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ビッグデータ解析

取り扱いデータ
の拡充

2025年10月、国内最大級

のパブリックDMPを提供

するインティメート・マ

ージャーと提携し、新た

にインテントデータの取

り扱いを開始

不動産業界向けデータサ

ービス「DataLensHub」

シリーズにおいて活用す

ることで、より高度な分

析や予測を提供

データ
サービス

解析

データ
ホルダー

データウェアハウス

DataLens
商業リーシング

DataLens

商圏分析
DataLens

オフィス営業

エンド
ユーザー

DataLens
店舗開発

NEW

人流
データ

求人
データ

店舗開業
データ

インテン
トデータ
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ビッグデータ解析

データAIソリュ
ーションの戦略

1. Snowflake等を活用し

た大企業向けデータ基盤

構築と、2/3. 生成AI開発

基盤をベースにした業務

特化型アプリの開発を中

心に提供していく方針

特に、資産運用業界や証

券業界に注力し、業界ナ

レッジの蓄積を図る

ベクトルDB

3. 業務アプリ

2. 生成AI開発基盤

1. データ基盤

データマーケット
（ナウキャスト）

データマーケット
（3rdパーティー）

データコネクター

Human in the 
loop

各種管理画面
情報検索
エンジン

プロンプト
パイプライン

顧客
データ

データクレンジング、エンリッチメント

精度評価

画像 ファイル テーブルデータ ドキュメント

構造化データ 非構造化データ

顧客 商品 ファイル 音声 画像契約 議事録 WEBログ

…

標準アプリケーション

議事録要約 メール作成

API

データ分析

カスタムアプリケーション

カスタムアプリA社内FAQ …契約書検索

社内システム CRM 顧客のサービス/プロダクト
その他SaaS

（Salesforceなど）

アクセス制御

データベース群
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ビッグデータ解析

資産運用会社の
生成AI活用支援

東京海上AMの社員専用の

生成AIアプリを開発

閉域環境を経由した上で、

生成AI開発基盤を構築す

ることで、資産運用会社

の厳しいセキュリティ要

件に対応しつつ、柔軟性

のある基盤を実現

複数の大手資産運用会社

への支援を通じて、セク

ターナレッジを蓄積

東京海上アセットマネジメント「TMAM AI」

ビジネスの課題

• 厳格なセキュリティ要件を確実に遵守しつつ、生成AIの速やかな導入と全社的な展開が急務

• 社員間でデジタルリテラシーが異なる中で、全社員が画一的に利用できる仕組みを構築する必要

ソリューション

• セキュリティ要件に準拠するため、閉域環境を経由して、東京海上AMのAWS上に基盤を構築

• 業務特性に応じた使いやすいUI/UXと柔軟なカスタマイズ開発により、全社的な利活用を促進

• 正確性が求められる業務特性を考慮し、AIの出力結果の参照元を簡単に確認できる機能を導入

生成AI開発基盤

チャット機能 ・・・参照元表示機能
プロンプト
ライブラリ

閉域
環境

AWS

複数のLLM
モデルから
選択可能

基盤上で
効率的に
機能を拡充

厳格なセキ
ュリティ要
件を遵守

LLMモデル LLMモデル LLMモデル
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営業利益（率）
の推移

急成長する不動産業界向

けデータサービス及びデ

ータAIソリューションの

体制を拡大したことで、

収益性は一時的に下落

今期はフロー収益の比率

が増え、売上高は下期偏

重になることが想定され

るため、下期にかけて収

益性は上昇していく見通

し

ビッグデータ解析

第2四半期

2022年度

第2四半期

2024年度

（百万円）

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度
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フィンテックシフト

ビジネス別の
売上高

前年度に大型納品があっ

た反動により、売上高は

前年同期比-24%の588百

万円を計上

△25%

△7%

△24%

前年同期比

第2四半期

2022年度

第2四半期

2024年度

ソリューションビジネス マーケティングビジネス

（百万円）

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度
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フィンテックシフト

ビジネス別の
売上高推移

ソリューションビジネス

は、フロー収益の割合が

高いため、案件の導入時

期により増減が生じる

（百万円）

ソリューションビジネス マーケティングビジネス

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
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営業利益（率）
の推移

フロー収益が少なかった

ことから、当四半期は赤

字に

フィンテックシフト （百万円）

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度
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2025年度業績見通し
EARNINGS GUIDANCE
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2025年度業績予想サマリー

全社

• 売上高は、5期連続の成長率40%以上を実現し、+43%の110億円を目指す

• 新規事業として仕込んできた不動産業界向けデータサービス、データAIソリューション、クレジットインフラが
成長を牽引

• 収益性は、中期目標であるEBITDA1マージン20%超を目指す

1. EBITDA ＝営業利益 + 減価償却費及び償却費 + 株式報酬費用±その他の調整項目

金融インフラストラクチャ

• 売上高は+47%成長を目指す

• パートナー数は32社から49社
へ大幅増加を目指す

• 証券ではアセマネ会社の直販事
業の支援及び、IFA向け投資一
任運用サービスの支援に注力

• 保険では大手損保のデジタル販
売支援及び、少短・共済向けの
パッケージ提供に注力

ビッグデータ解析

• 新規事業の売上貢献により、
+56%の高成長を目指す

• データサービスでは不動産業界
向けサービスを拡販

• データAIソリューションでは大
企業向けデータ基盤構築と、生
成AI開発基盤をベースにした業
務特化型アプリの開発に注力

フィンテックシフト

• 売上高は+12%成長を目指す

• 金融機関向けのソリューション
ビジネスを獲得し、グループ内
ビジネスへのクロスセルを狙う
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グループ全体

業績予想
サマリー

売上高成長率は、引き続

き40%を超える+43%を見

込む

収益性は、中期目標であ

るEBITDAマージン20%

を目指す

2025年度

予想

2024年度

実績 前年同期比

売上高 11,000 7,702 43%

売上原価 3,680 2,569 43%

売上総利益 7,320 5,133 43%

対売上高 67% 67% -

調整後販売管理費1 5,080 3,946 29%

対売上高 46% 51% -

EBITDA2 2,240 1,187 89%

対売上高 20% 15% -

減価償却費+ 株式報酬費用 370 236 56%

対売上高 3% 3% -

営業利益 1,870 950 97%

対売上高 17% 12% -

親会社株主に帰属する当期純利益 1,210 659 83%

対売上高 11% 9% -

（百万円）

1. 調整後販売管理費 = 販売管理費 -減価償却費及び償却費 - 株式報酬費用±その他の調整項目
2. EBITDA ＝営業利益 + 減価償却費及び償却費 + 株式報酬費用±その他の調整項目



602 
1,202 

1,766 

2,957 

4,529 

6,650 

458 

763 

1,027 

1,302 

1,827 

2,848 

671 

757 

1,026 

1,115 

1,345 

1,502 

78 

1,811 

2,724 

3,820 

5,375 

7,702 

11,000 

0

4,000

8,000

12,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

51

グループ全体

セグメント別の
売上高予想

新規ビジネスが立ち上が

り始めることで、ビッグ

データ解析と金融インフ

ラが大きく成長する見込

み

ビッグデータ解析では不

動産業界向けデータサー

ビスとデータAIソリュー

ションが、金融インフラ

ではクレジットインフラ

が成長を牽引

金融インフラストラクチャ ビッグデータ解析

1. 2020年度に撤退した英国事業の売上高
2. 2020年度（2020年4月～2021年3月）の決算数値は、監査法人による監査及びレビューを受けていない

フィンテックシフト その他（英国事業）1

+47%

+56%

+12%

前年同期比（百万円）

+43%

（予想）

2
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グループ全体

タイプ別の
売上高予想

継続性のある収益である

ストック収益及び従量課

金収益がそれぞれ+28%、

89%の成長を見込む

前年同期比

ストック フロー従量課金

1. 2020年度（2020年4月～2021年3月）の決算数値は、監査法人による監査及びレビューを受けていない

+28%

+89%

+38%

（百万円）

1

（予想）



38% 33%
41% 39%

45% 43%

62% 67%
59% 61%

55% 57%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

53

グループ全体

売上高の季節性

売上高はこれまで同様、

2025年度も下期に偏重す

る見込み

上期売上高 下期売上高

1. 2020年度（2020年4月～2021年3月）の決算数値は、監査法人による監査及びレビューを受けていない

1

（予想）
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グループ全体

引き続き、売上高の拡大

に伴い販売管理費率が低

下することで、 EBITDA

は前年同期比+89%の

2,240百万円へ増加する見

込み

EBITDAマージンは、中期

目標である20%を目指す

（百万円）

1. 2020年度（2020年4月～2021年3月）の決算数値は、監査法人による監査及びレビューを受けていない

1

EBITDA予想
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参考資料
APPENDIX
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グループ全体

会社組織

企業 所有 従業員数1 概要 セグメント

- 24人 • グループ持株会社

Finatext 100% 150人
• 金融機関及びグループ企
業向けソフトウェア開発

ナウキャスト 100% 74人

• 機関投資家及び公的機関
向けビッグデータ解析サ
ービス

スマートプラス 85% 39人 • 証券会社

スマートプラス
少額短期保険

93% 2人 • 少額短期保険会社

スマートプラス
クレジット

100% 0人 • 貸金業者

Teqnological 70% 4人 • オフショアへのブリッジ

Teqnological
Asia

72%
(50.4%2)

92人
• ベトナムのグループ会社
向けオフショア開発

フィンテックシフト

ビッグデータ解析

金融インフラストラクチャ

金融インフラストラクチャ

金融インフラストラクチャ

フィンテックシフト

1. 2025年9月30日時点の正社員数
2. Finatextホールディングスによる間接所有割合

フィンテックシフト

金融インフラストラクチャ
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グループ全体

従業員の推移

（人）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度



285

47

53
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グループ全体

人員構成

385人

プロダクト 74%
• エンジニア
• プロジェクトマネジメント
• デザイナー
• ウェブディレクター

セールス／PR 12%
• 事業開発
• プロモーション
• リサーチ＆マーケット

オペレーション／管理 14%
• 金融業務
• コーポレート

1. 2025年9月30日時点の正社員数
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グループ全体

システム導入時等に受領

するフロー収益と、導入

後に受け取るストック収

益や従量課金収益が存在

フロー収益
• パートナーからサービス導入
時や追加開発時に受け取るフ
ロー型の収益

ストック収益

• 既存パートナーから運用のた
めに毎月受け取るストック型
の固定収益

従量課金収益
• AUMや保険料収入等に応じた
従量課金

1

2

3

収益構造



プロジェクトにかかる原価
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25
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2022/4 2022/5 2022/6 2022/7 原価総額 売上高

開発 ▼

導入完了

30

60

グループ全体

開発案件におけるフロー

収益の計上方法としては、

原則「原価回収基準」を

適用

開発期間中も売上高は一

部計上されるものの、売

上高と費用が同額計上さ

れていくため、収益性は

低くなる傾向

開発案件の収益
計上イメージ

売上高の計上

原価 10 15 20 25

導入 30

合計 10 15 20 55

2022/4 2022/5 2022/6 2022/7

総額

開発期間中は、原価分を売上高と費用として計上
導入完了時に売上高と原価総額の

差額分を売上として計上
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グループ全体

費用内訳

金融インフラの従量課金

収益の成長に伴いレベニ

ューシェアが増加したこ

とに加え、オフィス増床

や新規事業にかかる一時

費用の計上等があったこ

とに伴い、費用全体で前

年同期比+35%増加

第2四半期

2024年度

第2四半期

2025年度

（百万円） 前年同期比+35%

レベニューシェア1（前年同期比+67%）

人件費（前年同期比+36%）

通信費（前年同期比△1%）

広告宣伝費（前年同期比+13%）

業務委託費（前年同期比+24%）

その他（前年同期比+45%）

• オフィス増床にかかる一時費用（約30百万
円）や、クレジットインフラ、証券インフラ
のST取引等の新規事業にかかる一時費用（約
20百万円）を計上

• 生成AIの社内活用で約20百万円の費用を計上

• 主にデータライセンスや、金融インフラスト
ラクチャの従量課金収益の成長に応じて上昇

• 証券インフラにおいてIFAパートナーの当社サ
ービスへの移管促進にかかる費用を計上

• 証券インフラにおける自社サービス終了
（2024年10月）に伴い減少

• 正社員採用の増加と生成AIの活用により、
増加率は例年より低い水準で推移

• 従業員数の増加（前年同期比+23%）及び平均
給与の引き上げにより増加

減価償却費+株式報酬費用（前年同期比+49%）

• ストックオプションに伴う費用（80百万円）
を計上

1. 製造原価と調整後販売管理費に含まれるレベニューシェアの合計値であるため、調整後販売管理費内のレベニ
ューシェアの金額とは一致しない
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グループ全体

費用内訳の推移

レベニューシェア 人件費 通信費

広告宣伝費

業務委託費

その他減価償却費+株式報酬費用

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

（百万円）
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グループ全体

事業概要

当社は2014年にフィンテ

ックシフトから事業を開

始

2016年にビッグデータ解

析に進出したのち、現在

の中核事業である金融イ

ンフラストラクチャを

2018年より開始

フィン
テック
シフト
(2014-)

ビッグ
データ
解析

(2016-)

金融
インフラ
ストラク
チャ

(2018-)

• 金融機関のDXニーズに対応し
たフロントエンドのアプリケ
ーションの開発や汎用的な技
術ソリューションを提供

• システム開発だけでなく、サ
ービス企画やマーケティング
支援も行う

「Money Canvas」

• 機関投資家や公的機関に対して、
オルタナティブデータを提供

• POSやクレジットカードデータ
のクレンジングや解析に関する
知見を保有

• 資産運用・保険ビジネス向け
のクラウドネイティブかつ
APIベースのインフラストラ
クチャを提供

「Alterna Data」

• 個別企業の業
績予測や価格
動向を提供

「BaaS」

• 三菱UFJ銀行が提供する資産運用
プラットフォームの開発支援

• IDの統合基盤としてFinatextの技
術を提供

• パートナー企業に
よる個人顧客向け
株取引サービスの
提供を可能にする
基幹システム

日本株式

米国株式

投資一任

端株

概要 例
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金融インフラストラクチャ

事業概要

金融サービスを提供するう

えで必要となる業務システ

ムをクラウドベースで提供

する次世代型クラウド基幹

システムを開発

現在は、①資産運用サービ

ス向けの「BaaS」と、②

保険サービス向けの

「Inspire」、③クレジッ

トサービス向けの

「Crest」の3つを提供

パートナー

基幹
システム

金融機関

金融インフラストラクチャ (BaaS・Inspire・Crest)

エンド
ユーザー

自社
金融機関

他社
金融機関

他社
金融機関

API連携

個人 個人 個人



口座開設審査

口座管理

証券インフラストラクチャ (BaaS)
基幹

システム

銀行振替

資金分別

注文/約定

残高/余力管理
出金

モニタ

リング

当社

証券子会社

業務システムインターフェイス

65

金融インフラストラクチャ

「BaaS」は、資産運用サ

ービスを提供するうえで

必要となる一連の業務シ

ステムをAPIベースで提供

する次世代基幹システム

多様な外部連携を全てク

ラウド上で管理すること

で、パートナーは低コス

トで資産運用サービスの

立上げが可能に

エンド

ユーザー

口座

申込み
入金 投資 出金

外部連携

機関

証券保管

振替機構

銀行

信託銀行

証券会社

証券取引所

銀行

信託銀行

情報

ベンダー

パートナー 資産運用サービス（アプリ・web）

①BaaSの
概要
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金融インフラストラクチャ

①BaaSの
稼働サービス

当四半期末時点で、23つ

のサービスが稼働中

非金融機関等
(組込型投資サービス)

資産運用会社
(直販事業等)

IFA／証券会社等
(投資一任運用サービス)

Wealth Wing
（ANA X）

セゾンポケット
（クレディセゾン）

コレカブ
（セブン銀行）

米国ETFラップ
（GCI AM）

セゾンとつづく
（セゾン投信）

Nダイレクト
（ニッセイAM）

Japan Asset 
Management

ほけんの窓口
グループ

Innovation IFA 
Consulting

アンバー·アセット
·マネジメント

CSアセット

スノーボール

ファイナンシャル
スタンダード

IFA Leading
mattoco+

（三菱UFJAM）

バリュー
マネジメント

LIFE-D

プルーデント・
ジャパンFS

JTG証券

ベイビュー投信
（ベイビューAM）

REAL LIFE

ノーススター
アドバイザリー

VSGアセット
マネジメント
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金融インフラストラクチャ

「Inspire」は、保険ビジ

ネスをするうえで必要と

なる一連の業務システム

をAPIベースで提供する次

世代基幹システム

新規保険商品の導入を短

期間で実現し、低コスト

かつスピーディーな事業

展開を実現

パートナー

エンド

ユーザー

保険契約

申込み

保険料

支払い

保険金

請求

保険金

受領

基幹

システム • 保険料計算 • 保険契約管理

• 契約データモ

ニタリング

• 保険金計算

保険インフラストラクチャ (Inspire)

当社保険子会社

または

パートナー
契約可否

判断

入金

確認

支払可否

判断

保険金

支払い

業務システムインターフェイス

契約申込
フォーム

マイページ
決済代行
会社

②Inspireの
概要
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金融インフラストラクチャ

②Inspireの
導入企業

当四半期末時点で、当社

グループの少額短期保険

子会社を含め、15社に提

供中

少額短期保険から損害保

険、個人向けから法人向

けまで幅広い保険商品を

対応

11. 明治安田損害保険

7. 東京海上日動火災保険

3. ニッセイプラス少額短期保険

8. エムエスティ保険サービス

4. スマートプラス少額短期保険

1. あいおいニッセイ同和損害保険

2. エポス少額短期保険

5. 三井住友海上火災保険

9. 共栄火災海上保険

10. 日新火災海上保険

6. 三菱ＵＦＪ銀行

12. ヤマダ少額短期保険

13. ウィズ少額短期保険

14. 外資系損害保険（非公表）

15. 楽天少額短期保険
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金融インフラストラクチャ

「Crest」は、レンディン

グビジネスをするうえで

必要となる一連の業務シ

ステムをAPIベースで提供

する次世代基幹システム

多様な外部連携をクラウ

ド上で管理し、新規サー

ビスの立上げや既存サー

ビスのDXを低コストかつ

スピーディーに実現

エンド

ユーザー

基幹

システム • 提出書類管理
• 信用情報照会
• 自動審査

• 自動振込
• 金利残高計算

• 入金受付
• 金利残高計算

当社貸金子会社

または

パートナー

業務システムインターフェイス

アプリ

ケーション

③Crestの
概要

審査申込み

マニュアル審査

決裁承認

契約申込
フォーム

口座登録

借入れ

モニタ

リング

返済

残高確認

督促

顧客応対

マイページ

クレジットインフラストラクチャ (Crest)

• 自動
督促

外部連携

機関

信用情報機 / 

（保証会社）

収納代行機関 / 

銀行

収納代行機関 / 

銀行

(サービサー) / 

(弁護士事務所)



70

金融業界向けには、

「Alterna Data」や、マ

クロ経済分析用データサ

ービスの「日経

CPINOW」、「JCB消費

NOW」、「HRog賃金

NOW」を提供

企業分析用
データサービス

マクロ経済分析用
データサービス

サービス名

概要

• 売上、商品単価、顧客単価等の企業

分析に活用できる様々なインサイト

を提供

• 各種公的統計より高い頻度と速報性

をもって、物価指数、消費指数、賃

金指数などを提供

データ
パートナー

• 日本経済新聞社

• True Data

• KDDI

• CCCマーケティング

• BCN

• フロッグ 等

• 日本経済新聞社

• JCB

• フロッグ

データ

• POSデータ

• 人流データ

• ポイントカードデータ

• クレジットカードデータ

• 求人広告データ

• 電子レシートデータ

• 広告データ

• POSデータ

• クレジットカードデータ

• 求人広告データ

ビッグデータ解析

金融業界向け
データサービス Altana

Data
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ビッグデータ解析

不動産業界向け
データサービス DataLens

商業リーシング
DataLens
商圏分析

DataLens
店舗開発

DataLens
オフィス営業

概要

• 外部データを活用し、

テナントの出店意

向・傾向を抽出する

サービス

• 外部データを活用し、

商圏内の消費者ニーズ

を分析するサービス

• 商圏分析機能に、生

成AIを組み合わせた

店舗開発DXツール

• データからオフィス

移転ニーズの高い企

業を抽出できる営業

DXツール

対象
顧客

• 大型商業施設を運営

する不動産ディベロ

ッパー

• 飲食店やフィットネス

スタジオ等を運営する

店舗ビジネス事業者

• 不動産ディベロッパー

• 新規出店を検討する

店舗ビジネス事業者

• 事業用不動産を保有

する不動産ディベロ

ッパー

特徴

• 顧客が有する店舗や

ブランドに関する内

部データを組み合わ

せ、専用のリーシン

グ営業情報基盤も構

築可能

• 複数データを掛け合わ

せることで、出店検討

エリアにおける購買傾

向分析や新規出店・リ

ニューアル時の売上予

測分析を実現

• 商圏分析機能と生成

AIを活用した物件情

報管理ツールを組み

合わせることで、店

舗開発担当者による

出店判断の効率化を

実現

• 様々なサードパーテ

ィデータを用いて構

築したオフィス移転

予測モデルに強み

活用
データ

イン
テント
データ

店舗
開業
データ

求人
データ

人流
データ

・・・

不動産業界向けには、

「DataLensHub」を提供

商業用不動産領域におけ

るリーシングや店舗開発、

事業用不動産領域におけ

るリーシングなどの業務

をデータと生成AIで効率

化するソリューション
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フィンテックシフト

事業概要

金融機関のDXニーズに対

応したフロントエンドの

アプリケーションの開発

や汎用的な技術ソリュー

ションを提供

金融機関

開発 汎用的な技術ソリューション

証券会社 銀行 保険会社

エンド
ユーザー

個人 個人 個人

• 企画

• 開発/運用

• KDDI

• 三菱UFJ銀行

実績（公表済）

• 大和証券

• SMBC日興証券

• 野村ホールディングス

• 野村アセットマネジメント

• 楽天証券

• GMOクリック証券
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